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大野初江 (お茶の水女子大 ･院 ･人間文
化),鵜殿俊史 (㈱三和化学研究所 ･熊本霊
長類パーク)
チンパンジーにおける中手骨の形態と骨密度の加
齢変化を横断的に検討した.方法は通常X線写真と改
変MD法(濃度計による直接計測でなくコンピュータ画
像解析によるMicrodensitome吋)である.被験体は㈱三
和化学研究所熊本霊長類パークおよび京大霊研飼育の
チンパンジー49体(オス24体,メス25体,0-34才,
平均 17.4才)で,麻酔の上 左手をカセッテに密着･粘
着テープで固定し,ペネ トロメータとともにレントゲ
ン写真を投影した.画像をスキャナでコンピュータに
取込み,画像解析ソフトを用いて中手骨長,骨体の幅,
皮質厚及び骨密度を計測した.結果 ･考察 :骨長,骨
体幅,皮質厚はオスが有意b=0.05)に大きかったが,骨
密度には有意な性差は見られなかった.年齢変化は,
両性で 12,3才まで成長が続き,その後は横ばいか,
わずかに加齢に伴う減少傾向が見られた.これはオス
よりメスで顕著であった.体格との関係は,両性とも
に骨長と座高¢=0.78),骨長と骨盤幅(FO.71)の間に有意
な相関が見られた.骨長幅示数などは,まだ高齢の材
料が少なく回帰分析で傾向が捉え難いので来年度も同
一個体を計測して変化を解析し加齢傾向を明らかにし
たい.
5-1テナガザルが発するソングの構造解析と種間比較
小田亮 (名古屋工業大 ･つくり領域),
松本晶子 (沖縄大 ･人文)
テナガザルはテリトリー 防衛のための ｢ソング｣
と呼ばれる音声レパー トリー をもっている.本研究で
は,飼育下の数種のテナガザルを対象にソングを録音
し,サウンドスペクトログラムを用いて分析した.そ
の結果それぞれの種ごとの構造的な特徴と個体による
変異がみられた.詳細については現在分析中である.
テナガザルのソングにはデュェットがみられるが,こ
のような構造化された音声の発声には,リズムの知覚
と制御が重要な役割を果たしていると考えられる.リ
ズム知覚については,動物園に飼育されているシロテ
テナガザルがメトロノームの音に反応して発声したと
いう例がある.しかしながらこの報告は予備的なもの
であるため,これを検証する実験を行った.飼育下の
シロテテナガザルのペアを対象とし,電子メトロノー
ムとスピー カーを用いて規則的な音を呈示したが,普
-の発声による反応を示したのは最初だけであり,敬
回の呈示を経るとほとんど反応がみられなくなった.
今後,電子音の高さを変化させる,実際のテナガザル
の音声を加工したものを使うなどの方法を検討する必
要があるだろう.
5-2種の保存を目的としたニホンザル精子の凍結保存
技術の確立
楠比呂志 (神戸大 ･農学)
希少動物の種の保存において,生殖子の凍結保存
技術は有力な補助手段であるが,ウシなどの一部の家
畜を除けば再現性のある方法が確立しているとは言い
難いのが現状である.そこで代表研究者は.-昨年度
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